
保険年金課
・国保年金係　☎６５-０６８８
・後期高齢者医療係　☎６５-０６８９／ ６３-４６１８

問い合わせ

1
甲
賀
市
空
家
等
対
策
計
画（
案
）

　

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
等
が

地
域
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
家
等
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
公

共
の
福
祉
の
増
進
と
地
域
の
振
興
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
甲
賀
市
空
家
等
対

策
計
画
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

問 

提 

甲
賀
市
役
所　

建
設
部　

住
宅
建

築
課　
空
家
対
策
室

〒
５
２
８‐８
５
０
２

甲
賀
市
水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

☎
７
８‐０
０
２
９
／

６
３‐４
６
０
１

koka10405000@
city.koka.lg.jp

2
甲
賀
市
立
信
楽
中
央
病
院
新
改
革
プ
ラ
ン（
案
）

　
地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
療
提
供
体
制
の

確
保
を
図
り
、
安
定
し
た
経
営
の
下
で
へ
き

地
医
療
や
地
域
医
療
等
を
提
供
す
る
重
要

な
役
割
を
継
続
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、「
甲
賀
市
立
信
楽
中
央
病
院

新
改
革
プ
ラ
ン
（
案
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。

問 

提 

信
楽
中
央
病
院　
事
務
部

〒
５
２
９‐１
８
５
１　

甲
賀
市
信
楽
町
長
野
４
７
３
番
地

☎
８
２‐０
２
４
９
／

８
２‐３
０
６
０

koka27000000@
city.koka.lg.jp

■
募
集
期
間 �

　
２
月
１
日（
水
）〜
３
月
２
日（
木
）

■
意
見
を
提
出
で
き
る
方 �

　
・
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

　
・�

市
内
に
事
業
所
、
事
務
所
を
有
す
る

個
人
お
よ
び
法
人
、
そ
の
他
の
団
体

■
意
見
の
提
出
方
法 �

　
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
（
市
外
在
住

で
市
内
勤
務
の
方
は
勤
務
先
、
市
外
在
住

で
市
内
在
学
の
方
は
学
校
名
）、
意
見
の
あ

る
ペ
ー
ジ
番
号
を
明
記
の
上
、
閲
覧
場
所
へ

直
接
提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
表
場
所 �

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

「
甲
賀
市
メ
ニ
ュ
ー
画
面
」、
各
担
当
お
よ
び

旧
支
所
で
あ
る
土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲
南
第

一
、
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

（
2
の
み
水
口
庁
舎
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
で

も
閲
覧
可
能
）

（
※
開
庁
日
の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
の
み

閲
覧
可
能
）

■
意
見
の
取
り
扱
い �

　
提
出
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
等
は
住
所
、

氏
名
な
ど
の
個
人
情
報
を
除
き
、
回
答
と
あ

わ
せ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
ご
意
見
等
を
提
出
さ
れ
た
方
へ
の

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

�

募
集
し
ま
す

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

　
次
の
計
画
案
の
策
定
に
あ
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
等

を
募
集
し
ま
す
。

問  

問
い
合
わ
せ
先  

提  

提
出
先

　交通事故など第三者（他者）の行為が原因でケ
ガや病気をしたとき、保険証を使って治療を受ける
場合は、警察への届け出と同時に、国保（後期高
齢者医療）担当窓口への届け出が必要となります。
　第三者の行為によって負傷した場合の治療費は
加害者が支払うものですが、保険証を使用する場
合、国保（後期高齢者医療）が治療費を一時的に
立て替え、後日、加害者に請求することになります。
　交通事故などの負傷で保険証を使って医療機関
を受診される場合は、速やかに下記までご連絡くだ
さい。

第三者行為に該当する事例
　・交通事故（自転車事故も含む）
　・暴力行為によるケガ
　・他人のペットにかまれた	 など

　ご注意ください
　※�加害者から治療費を受け取り、示談を済ませて
しまうと保険診療による治療を受けられなくな
る場合があります。示談をする前に必ず下記
までご相談ください。

　※次の場合は保険診療は受けられません。
　▼�勤務中や通勤途中など労災保険の適用対象と
なる傷病

　▼けんかや泥酔などによる傷病
　▼�不法行為（飲酒運転など）や犯罪行為による傷病

　届け出に必要なもの（交通事故の場合）
　①第三者行為による傷病届
　②事故発生状況報告書
　③念書
　④誓約書
　⑤事故証明書
　⑥被保険者証
　⑦印鑑
　⑧本人確認ができるもの（運転免許証など）
　①～④の様式は保険年金課または、旧支所であ
る土山・甲賀大原・甲南第一・信楽地域市民センター
にあります。

　交通事故などで
ケガをしたら届け出を
～国民健康保険・後期高齢者　　　
　　医療制度に加入の皆さんへ～

条
例
内
容

・�

市
お
よ
び
市
か
ら
委
託
を
受
け
た
者

以
外
（
区
・
自
治
会
か
ら
了
解
を
得
て

い
る
集
団
回
収
団
体
は
除
く
）に
よ
る
、

適
正
に
排
出
さ
れ
た
家
庭
系
廃
棄
物
の

収
集
、
運
搬
を
禁
止
し
ま
す
。

・�

禁
止
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
20
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

持
ち
去
り
行
為
は
通
報
を

　

持
ち
去
り
行
為
を
目
撃
さ
れ
た
場
合

は
、
生
活
環
境
課
も
し
く
は
甲
賀
警
察
署

（
☎
６
２‐4
1
5
5
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
通
報
が
、
貴

重
な
情
報
源
に
な
り
ま
す
。

通
報
時
の
注
意
点

・�

場
所
・
日
時
・
行
為
者
の
特
徴
・
車
両

ナ
ン
バ
ー
・
持
ち
去
ら
れ
た
物
等
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
分
か
る
範
囲
で
結

構
で
す
）。

・�

持
ち
去
り
行
為
者
を
直
接
問
い
た
だ
し

た
り
、
車
両
を
制
止
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
危
険
を
伴
い
ま
す
の
で
や
め
て
く

だ
さ
い
。

集
団
回
収
は
事
前
登
録
を

　
集
団
回
収
を
さ
れ
て
い
る
団
体
（
区
・

自
治
会
等
に
了
解
を
得
て
ご
み
集
積
所
で

実
施
し
て
い
る
場
合
）
は
、
誤
解
を
招
く

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
事
前
登
録
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
集
積
所
を
管
理
す

る
区
・
自
治
会
を
通
じ
て
、
市
に
「
集
団

回
収
届
出
書
』
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係

☎
６
５‐０
６
９
０
／

６
３‐４
５
８
２

問
い
合
わ
せ

家
庭
系
廃
棄
物
の
持
ち
去
り
を
禁
止
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
適
正
に
分
別
し
、
ご
み

集
積
所
に
排
出
さ
れ
た
家
庭
系
廃
棄
物
が
、

市
委
託
業
者
以
外
の
第
三
者
に
よ
り
持
ち

去
ら
れ
る
行
為
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
持
ち
去
ら
れ
た
物
の
内
、
換
金
価
値
の

な
い
物
が
不
法
投
棄
さ
れ
た
事
例
も
あ
り
、

ご
み
の
適
正
処
理
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
『
甲
賀
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
』
に
よ
り
、
こ
う
し
た
行
為

の
抑
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

受章おめでとうございます

　冨岡氏は、平成７年に民生委員・児童委員就任
以降、平成２２年からは信楽町民生委員児童委員
協議会会長、甲賀市民生委員児童委員協議会連
合会会長を務められ、地域での見守り支えあいや
関係機関とのネットワークの推進をはじめとした地
域福祉活動に尽力されています。
　また、滋賀県民生委員児童委員協議会連合会
副会長も務められ、民生委員・児童委員活動の推
進に多大な貢献をされました。

　黒田氏は、平成８年に法人の理事に就任以降、
平成９年からは特別養護老人ホームの施設長なら
びに保育園の園長を務められ、法人の健全経営、
人材育成に尽力されています。
　また、滋賀県老人福祉施設協議会の役員、市
社会福祉協議会、滋賀県社会福祉協議会の監事、
滋賀県民間社会福祉事業職員共済会の理事長な
ども務められ、県内における社会福祉事業の向上
にも大きく貢献されました。

社会福祉功労者表彰
（厚生労働大臣表彰）

社会福祉功労者表彰
（厚生労働大臣表彰）

甲賀市民生委員児童委員協議会連合会会長
信楽町民生委員児童委員協議会会長　　

冨
と み お か

岡正
ま さ よ し

義氏
社会福祉法人甲南会常務理事

黒
く ろ

田
だ

隆
たかし

氏

6平成 29年 2月 1日平成 29年 2月 1日7


